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V328a CTA大口径望遠鏡に用いる光電子増倍管の性能評価および 2-4号機カメラ製
作の現状
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Cherenkov Telescope Array(CTA)計画は、Very High Energy(VHE)ガンマ線を観測する国際計画である。そ
のうち大口径望遠鏡 (Large Sized Telescope ; LST)の初号機が 2018年 10月に稼働し観測を開始している。LST
の焦点面検出器には 1855本の光電子増倍管 (Photomultiplier Tube ; PMT)が用いられ、複数の PMT信号を足
し合わせるアナログサムトリガー方式を採用して、微弱なチェレンコフ光を検出する。正確な足し合わせのため
に PMTの電子走行時間のばらつき (Transit Time Spread ; T.T.S.)は重要であり、ノイズ低減のために PMT出
力信号の幅は平均 3.0 ns(FWHM)以下に抑える事が要求される。実際の運用時 PMTにはライトガイドが装着さ
れる。PMTの電子走行時間は PMT管面の光子入射位置によって変化するためライトガイド装着により、光子の
入射経路が変化しT.T.S.や出力信号の幅に影響を及ぼすことが分かった。本講演では、ライトガイド装着時の実
験方法および結果、また LST2-4号機用のカメラモジュール組立および品質管理についても報告する。


